
令和７年度DXハイスクール 取組概要
• 文理横断実体験型学習プログラム
• 創造型情報実習スタジオの創設令和７年度 情報技術での探究の深化と地域活性化千葉県立柏の葉高等学校

（公立・情報理数科）

取組

育成する生徒像・取組による効果

取組①課題研究での探究活動
3年の課題研究では、班で課題を見つけ、ICTを活用
して解決する探究活動を実施。高性能デスクトップPC
を活用した2つの事例を紹介。
●海洋ゴミ自動紙判別システムの開発
画像解析技術を用いて海の中のゴミが何であるかを

判別するシステムを開発。
●共創的なメタバース対話システムの開発
「参加者全員で創り上げる共創的な体験型サービス」

というインターバースを意識したシステムの開発を実施。
生徒たちはこれを「メタバースダイアログ」と名付け、仮想
空間上に独自の仕組みを構築。

取組②ネットワークシステムと生成AI
（取組内容）

（取組による効果）
ネットワークやAIモデルの実践的知識や仕組みを科学的に理解する力の育成。

日々変化する情報技術に対し、好奇心をもって取り組み、生涯学び続けようと努力できる生徒。また、これらの技術と既習事項をつなげ合わせ、新
たな価値を創り出し、周りの人や社会をより豊かにしようとする生徒。

取組③ 情報セキュリティ教育の深化 重プ

大学理系学部進学率：58％（令和５年度実績値）
70％（目標値）※R10年度

情報Ⅱ等の履修率
：100％（令和６年度実績値）

100％（目標値）※令和7年度

重点類型に関する指標
外部コンテスト・学会発表への参加率

：56％（令和６年度実績値）
70％（目標値）※令和7年度

重プ

取組④ 街文化祭での景品作成 重プ
柏の葉高校では、 柏の葉地域をより活気付いた街にす
べく、地域や企業の方々と連携したイベントである「街文
化祭」を実施。
情報理数科では、広報活動として、ポスターやWebサイ
トの作成を行い、その他、VR技術を活用した展示・デジ
タルスタンプラリーを企画。また、1年生が３Dプリンタとレー
ザーカッターで制作した作品をデジタルスタンプラリーで
様々な場所を巡ると交換できるイベントを企画。

高性能ネットワーク機器を活用して10Gbps通信環境を構築し、複数のローカ
ルLLMを用いた生成AIネットワークを稼働。各モデルの生成結果を一台のサー
バーに集約し、学習特性や応答速度、出力傾向などを比較・分析することで、生
成AIの最適な活用方法や、AIエンジンを統合した学習用ネットワークの可能性に
ついて探究を実施。

○外部専門人材との連携 テーマ「暗号と情報セキュリティ」 (対象：１・２年)
暗号やセキュリティの専門家である IPUSIRON 氏による講演及び質疑応答を実施
【主な内容】
・暗号の仕組みと役割
・セキュリティ意識の重要性
・セキュリティ、暗号分野への入り口
・セキュリティエンジニアに求められる資質と学び方

【質疑応答】
質問に対し、実体験や専門的知見を交えた回答
や理解しやすい説明により、深める機会となった。

○授業「情報セキュリティ」との連携 （対象：3年生）
関連法規や情報倫理を含む体系的な学習を行い、社会で
求められる情報モラルや安全な情報活用のあり方を学習。
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